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はじめに 
 
 正倉院に伝わる八世紀の戸籍・計帳については、膨大な研究が蓄積されて
いる。周知のとおり、戸の歴史的な性格については、これまで古代家族の実
態を反映するとみる学説（戸実態説）と国家の人為的編成（編戸）による擬
制とみる学説（編戸説）が鋭く対立してきた。その長い論争の過程で戸籍の
史料批判が進み、国家による編戸の目的と方法についての認識が深められて
きたといえよう（1）。 
 そうした中、高群逸枝の研究（2）を継承・発展させた関口裕子（3）に始まる
古代女性史・家族史研究は、母系的血縁紐帯を有する「母子＋夫」の小家族
が双方制的に結合した親族により、古代の地域社会が構成されている事実を
明らかにした。確かに日本古代の戸は、郷戸も房戸もすべて戸主父系親族に
よる構成を基本としている。しかしそれは、国家が中国の父系的な戸＝「家」
を地域社会に導入することで人為的に形成した編戸の所産であり（4）、実態家
族とはいえないと理解されるようになったのである。この学説の潮流は、今
日、父系擬制説と呼ばれている（5）。 
 ところが、近年、今津勝紀は、戸籍の中で最も遺存状況が良く信頼度の高
い大宝二年（702）御野国加毛郡半布里戸籍（以下、半布里戸籍）を人口統計
学的方法により分析し、戸籍から婚姻と家族の実態を解明する研究を発表し
た。今津によれば、日本古代の戸は、戸主層における父系直系化の進展と一
般戸口における双方的親族関係の展開という、柔軟な二重構造を有する家族
として定義できるという（6）。これは、父系直系家族論に基づく新たなタイプ
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の戸実態説の主張といえ、「母子＋夫」の小家族論に基づく戸の父系擬制説と
は真っ向から対立する見解となっている。 
 一方、筆者は、養老五年（721）下総国葛飾郡大嶋郷戸籍（以下、大嶋郷戸
籍）の統計学的分析を通して、戸主のもとでの父系直系化の実態は析出でき
ない事実を指摘してきた。すなわち、戸は家族の実態を反映するものではな
く、やはり国家による父系的な擬制の所産とみる学説が適切であると論じた
のである。しかし同時に、編戸は編戸説・父系擬制説が説く実態的小家族の
可塑的な分離接合によって実現したものでもなく、それは最高齢長老男女を
頂点とする古代村落の年齢組織＝年齢秩序に基づき、世代と年齢を考慮した
年長順の戸主の割り当てと国家による上からの父系親族の組織化という方法
で規則的に行われたと主張した（7）。しかし、筆者の考察は大嶋郷戸籍の検討
が中心で、今津が対象とした半布里戸籍については十分な検討ができなかっ
た。そこで本稿では、改めて半布里戸籍に焦点を絞り、同戸籍においても大
嶋郷戸籍と同様に年齢原理に基づく特徴的な編戸が行われていた事実を明ら
かにする。 
 なお、半布里戸籍における戸主の地位継承システム（8）、および女性と子ど
もの編戸形態（9）については別稿で論じているので、合わせて参照されたい。
したがって本論では、特に年齢原理に基づく戸主の任用と男性戸口の編戸方
法・手続きに焦点を絞り、編戸がいかにして行われたのか、検討を試みる。 
 
Ⅰ 戸主の任用原則 
 
 半布里戸籍における戸主の任用は、41 歳以上の長老男性（10）を優先し高齢
者から年長順に任用している事実がある。それについては、大嶋郷戸籍との
比較を通して前稿ですでに確認済みであるが（11）、半布里戸籍の男性に対する
編戸の方法を解明する以下の行論に必要なので、新たな分析結果を加え論点
を整理しておきたい。 
 表 1・グラフ１は、半布里戸籍にみえる奴を除く男性の 10 歳年齢階級別人
口を集計したものである。これによれば、戸主全体の 83.3％を 41 歳以上の長
老男性が占め、40 歳以下の若年戸主は全体の 16.7％にとどまっている。この
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ことは、戸主の任用にあたり 41 歳以上の長老男性を優先する編戸原則が、大
嶋郷戸籍と同様に半布里戸籍においても存在した事実を明瞭に示している。 
 
表１ 戸主の年齢別人口構成 
戸主の年齢 人数 ％ 
 1～10 歳 0 0.0 
11～20 歳 0 0.0 
21～30 歳 4 7.4 
31～40 歳 5 9.3 
41～50 歳 13 24.1 
51～60 歳 16 29.6 
61～70 歳 8 14.8 
71～80 歳 6 11.1 
81～90 歳 2 3.7 
合計 54 100.0 
 
 次に、断簡で確認できる奴を除く半布里全男性について、10 歳年齢階級別
に人口をカウントした上で、その中に戸主・戸口・寄人それぞれが占める割
合を表２とグラフ２に表示した。 
 
表 2-1 半布里戸籍の男性年齢別人口
（実数）
表 2-2 半布里戸籍の男性年齢別人口
（％）
年齢 戸主 戸口 寄人 人数 年齢 戸主 戸口 寄人 人数
 1～10 歳 0 142 20 162  1～10 歳 0.0 87.7 12.3 100.0 
11～20 歳 0 129 16 145 11～20 歳 0.0 89.0 11.0 100.0 
21～30 歳 4 77 13 94 21～30 歳 4.3 81.9 13.8 100.0 
31～40 歳 5 40 5 50 31～40 歳 10.0 80.0 10.0 100.0 
41～50 歳 13 19 6 38 41～50 歳 34.2 50.0 15.8 100.0 
51～60 歳 16 10 5 31 51～60 歳 51.6 32.3 16.1 100.0 
61～70 歳 8 4 1 13 61～70 歳 61.5 30.8 7.7 100.0 
71～80 歳 6 1 0 7 71～80 歳 85.7 14.3 0.0 100.0 
81～90 歳 2 0 0 2 81～90 歳 100.0 0.0 0.0 100.0 
全体 54 422 66 542 全体 10.0 77.9 12.2 100.0 
  （奴を除く） （奴を除く）
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 これによれば、10 歳年齢階級別の戸主分布率は、80 歳代 100％、70 歳代約
86％、60 歳代約 62％、50 歳代約 52％、40 歳代約 34％、30 歳代 10％、20 歳
代約 4％、10 歳代以下 0％となっており、高齢の世代から順番に戸主が任用
されている傾向が確認される。こうした戸主の年齢階級別人口分布の特徴は、
戸主の地位継承のあり方の反映であると考えられる。この点に関して要点を
整理すると、以下のとおりである。 
 戸主の地位継承については、これまで「嫡子」を中心とした戸主の直系の
男子に優先的に継承されるとする説（12）と、戸主の兄弟を中心にした傍系の
男子に優先的に継承されるとする説（13）が対立してきた。しかし、直系継承
では絶えず世代交代による若返りが起こるため、戸主の高齢・年長順の年齢
構成は成立しないはずである。したがって、戸主の「嫡子」継承説・直系継
承説は誤りであり、傍系継承説が正しいといえる。ただし、それは兄弟継承
に限定されるものではなく、父系の「同党」（イトコ）を含む年長順の傍系継
承であったと考えられる。第一に、戸は父系を中心に戸主の直系卑属と「同
党」（イトコ）までの三等親内傍系親族を付貫する原則がある（14）。第二に、
後述する例外を除き戸内最年長男性を戸主とする編戸原則が存在する（15）。こ
れらの点から、「同党」を含む戸において戸主が最年長者であれば、高齢・年
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長順の戸主任用の規則性は兄弟だけでなく「同党」を含む傍系継承によって
はじめて実現すると考えられるのである。６世紀以後の古代王権においても、
兄弟の範囲を超えた同世代の王族による傍系継承（世代内継承）が行われて
いた事実が指摘されている（16）。そこで、王権の世代内継承と類似する８世紀
初頭における戸主の地位継承システムについて、本稿では世代内的継承と仮
称しておく。半布里戸籍に見られる戸主の年齢階級別人口分布は、世代内的
継承原理を前提にして初めて理解できるのである。 
  しかし一方、半布里戸籍には 41 歳以上の長老戸主だけではなく、40 歳以
下の若年戸主も９人見える。また、41 歳以上の長老男性は半布里内に 91 人
確認できるが、そのうち戸主は 45 人（約 49％）にすぎず、残りの 46 人（約
51％）は戸口・寄人となっている。若年世代の戸主は、年齢原理の貫徹する
古代戸籍において、いかなる編戸プロセスによって発生するのだろうか。ま
た、長老世代優先の戸主任用原則があるにもかかわらず、長老世代の約半数
が戸主の地位に就いていないのはなぜなのだろうか。そこでまず、戸主に任
用されなかった寄人を除く 41 歳以上の長老戸口男性 34 人が所属する戸の事
例を個別に検討し、なぜ彼らが戸主とされなかったのか、考えてみたい。 
 
Ⅱ 長老戸口の諸類型 
 
 表３は、41 歳以上の長老男性戸口（寄人・奴を除く）34 人について、戸主
との親族関係および世代関係を表示したものである。戸主と長老男性戸口の
関係を整理すると、以下のパターンに分類できる。 
 第一は、41 歳以上の長老男性が戸主の父系直系卑属として付貫されている
ケースである。当人が戸主の「嫡子」か「次」（二男以下の子）の事例がこれ
に当たる（no.1～7）。たとえば、no.1 金弓 50 歳は戸主秦人古都 86 歳の「嫡
子」である。この場合、金弓 50 歳が戸主に任用されなかったのは、戸主の高
齢・年長順の任用原則から、まず 86 歳の古都が戸主となり、次いで父系直系
卑属付貫原則から古都の長子・金弓 50 歳が戸主古都 86 歳の下に編附された
ためである。no.1～no.7 の事例のうち最低年齢の戸主は no.２志比を付貫する
縣主族安多 65 歳であるので、これらはすべて 65 歳以上という耆老年齢（17） 
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表３ 41 歳以上男性戸口の事例（寄人を除く） 
no. 戸番 
戸の 
等級 
親族関係 姓 名 年齢 年齢区分 注記 戸主姓 名 
戸主
年齢
世代区分
1 20 中政戸 戸主嫡子   金弓 50 正丁   秦人 古都 86 戸主子世代
2 22 中政戸 戸主嫡子   志比 41 正丁   縣主族 安多 65 戸主子世代
3 29 中政戸 戸主嫡子   馬手 58 正丁   秦人部 都弥 85 戸主子世代
4 30 中政戸 戸主嫡子   小須 45 正丁   秦人 多麻 80 戸主子世代
5 42 中政戸 戸主嫡子   加良比止 43 兵士   秦人 都々弥 68 戸主子世代
6 29 中政戸 戸主男（次）   小巳里 50 残疾 二耳聾 秦人部 都弥 85 戸主子世代
7 30 中政戸 戸主男（次）   乃伎 41 正丁   秦人 多麻 80 戸主子世代
8 17 中政戸 戸主弟   小目里 43 兵士   秦人 弥蘇 52 戸主同世代
9 2 中政戸 戸主弟   小嶋 44 正丁   縣主族 嶋手 45 戸主同世代
10 7 上政戸 戸主弟   犬麻呂 41 正丁   縣主族 安麻呂 53 戸主同世代
11 16 中政戸 戸主弟   阿手 47 正丁   守部 加佐布 63 戸主同世代
12 16 中政戸 戸主弟   古閇 42 正丁   守部 加佐布 63 戸主同世代
13 17 中政戸 戸主弟   目里 47 正丁   秦人 弥蘇 52 戸主同世代
14 19 上政戸 戸主弟   加太 57 正丁   秦人部 身津 71 戸主同世代
15 24 下政戸 戸主弟   小牧 61 次丁   神人 牧夫 63 戸主同世代
16 26 中政戸 戸主弟   安津 54 正丁   生部 津野麻呂 68 戸主同世代
17 27 中政戸 戸主弟   目伎 48 正丁   秦人 黒當 57 戸主同世代
18 38 中政戸 戸主弟   小麻呂 42 正丁   秦人 甲 50 戸主同世代
19 40 中政戸 戸主弟   林 59 正丁   秦人 山 73 戸主同世代
20 42 中政戸 戸主弟   也呂都 61 次丁   秦人 都々弥 68 戸主同世代
21 44 中政戸 戸主弟   阿手良 53 正丁   不破勝族 金麻呂 62 戸主同世代
22 52 上政戸 戸主弟   諸弟 42 正丁   秦人 桑手 47 戸主同世代
23 32 中政戸 戸主甥   佐加志 58 残疾 一目盲 縣主族 母呂 73 戸主子世代
24 53 中政戸 戸主甥   小人 57 正丁   秦人 阿波 69 戸主子世代
25 53 中政戸 戸主甥   志比 49 正丁   秦人 阿波 69 戸主子世代
26 29 中政戸 戸主同党   堅牛 64 次丁   秦人部 都弥 85 戸主同世代
27 35 中政戸 戸主同党   多都麻呂 47 正丁   縣主族 長安 53 戸主同世代
28 45 中政戸 戸主同党 秦人 所波 45 兵士   秦人 安麻呂 38 戸主同世代
29 51 中政戸 戸主同党 縣主 荒海 59 残疾 久漏 縣主 古麻呂 48 戸主同世代
30 9 上政戸 戸主同党   加比 54 正丁   縣造 吉事 28 戸主同世代
31 6 上政戸 戸主兄   安閇 70 耆老   縣主族 牛麻呂 53 戸主同世代
32 6 上政戸 戸主兄   安都 54 廃疾 一枝廃 縣主族 牛麻呂 53 戸主同世代
33 28 中政戸 戸主兄   多比 73 耆老   秦人 多都 60 戸主同世代
34 37 上政戸 戸主兄   麻忍 45 正丁   秦人 石寸 40 戸主同世代
※戸番は筆者が作成したデータベースに付した戸番号を指す（以下同）。 
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に近い最高齢老人世代の男性が戸主となっていることがわかる。したがって
41 歳以上の「嫡子」「次」は、高齢の長老を戸主に優先的に任用し、父系直系
卑属の付貫原則に基づいて編戸を行った結果、41 歳以上の男性が長老戸主の
戸口として現れたケースと考えられる。 
 第二は、41 歳以上の長老男性が戸主の「弟」として付貫されているケース
である（no.８～22）。これらの戸主のうち、最低年齢は no.９小嶋 44 歳の「兄」
縣主族嶋手 45 歳、最高年齢は no.19 林 59 歳の「兄」秦人山 73 歳である。
「弟」を付貫する「兄」＝戸主は、全員、45～73 歳という長老世代に属して
いる。したがって第二のケースは、長老世代の男性を戸主に優先的に任用し、
戸主の父系中心の三等親内傍系卑属を付貫する原則により、41 歳以上で戸主
二等親の「弟」が戸口とされた結果であると考えられる。 
 第三は、41 歳以上の長老男性が戸主「甥」として付貫されているケースで
ある（no.23～25）。当該事例は戸主 69 歳が２例（no.24・25）、戸主 73 歳が１
例（no.23）で、最高齢の耆老世代に属する男性戸主の下にその父系傍系三等
親に当たる「甥」が付貫されている。半布里戸籍では、戸主兄弟の息子は、
父が在籍中は父の「嫡子」「次」と表記され、父が不在の場合は戸主「甥」と
表記される。したがって、当該事例３例は、耆老の男性が優先的にまず戸主
に任用され、次いで戸主父系三等親内傍系卑属の付貫原則に基づき、不在の
兄弟の子を戸主「甥」として編附したものと考えられる（18）。 
 第四は、41 歳以上の男性が戸主の年下の「同党」として付貫されているケー
スである（no.26・27）。当該 2 例の戸主は秦人部都弥 85 歳（no.26）・縣主族
長安 53 歳（no.27）で、高齢・年長戸主にその父系傍系三等親に当たる長老
世代の「同党」が付貫されたものである。布村一夫によれば、「同党」は、無
姓のものが父の兄弟の息子、有姓のものが父の姉妹の息子か母の兄弟姉妹の
息子と考えられている。当該２例は無姓「同党」なので、戸主の父の兄弟の
息子と考えて良い。したがって、このケースは、85 歳・53 歳という長老世代
に属する戸内最年長者を優先的に戸主に任用し、戸主の父・伯叔父・兄弟が
不在のため、年下の「同党」（戸主父系三等親）が戸口として位置づけられた
事例と考えられる。 
 以上、第一から第四までの類型は、はじめに高齢の戸主を任用し、次にそ
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の父系三等親内の直系卑属（「嫡子」「次」）と傍系卑属（「弟」・無姓「同党」・
無姓「甥」）を戸口として位置づける編戸作業が行われた結果、男性戸口の年
齢が 41 歳以上になってしまった事例といえるだろう。 
 しかし半布里戸籍には、高齢・年長順の付貫原則だけでは説明のつかない
ケースも存在する。たとえば no.28～30 は、41 歳以上の長老男性が戸主より
も年上であるにもかかわらず、戸主「同党」として付貫されている。また no.31
～34 では、41 歳以上の長老男性が戸主より年上の「兄」として付貫されてい
るのである。高齢・年長順の戸主任用原則からすれば、戸内最年長の男性が
戸主となるべきであるが、そうなっていない。それはなぜか。そこで次節で
は、no.28～34 までの７例を個別に検討し、戸主より年長の「同党」と「兄」
が編戸によって生まれる要因について考えてみたい。 
 
Ⅲ 年長「同党」の検討 
 
一 「同党」秦人所波 45 歳の事例 
 表４は、戸主「同党」秦人所波 45 歳（戸番 45-6）が戸主秦人安麻呂 38 歳
（戸番 45-1）のもとに付貫されている戸の構成を示したものである。秦人所
波 45 歳は、寄人秦人小廣 65 歳を除けば、戸内最年長男性である。また当該
戸は、戸主同世代では兄弟がおらず「同党」のみを付貫している。傍系親族
優先の世代内的継承原理に従えば、戸主兄弟不在の場合は、「嫡子」ではなく
戸内最年長の「同党」が戸主の継承権を有するはずである。つまり、編戸原
則に従えば秦人所波が戸主の地位にふさわしいのであるが、当該戸では 38 歳
で所波の年下の「同党」安麻呂が戸主に任用されているのはなぜだろうか。 
 この問題を解く手がかりは２つある。一つは、杉本一樹（19）が指摘してい
るように、秦人所波は有姓「同党」で戸主安麻呂の姉妹の息子（交叉イトコ）
であったと考えられることである。姓が戸主の父系親族によって継承されて
いる事実からわかるように、戸主の地位は父系親族によって継承されるのが
編戸の原則である。したがって「同党」による戸主の継承は男系の「同党」
（父系平行イトコ）に限られていたと考えられ、女系の「同党」（交叉イトコ）
である所波は、初めから戸主の継承候補から外されていたのではないだろう 
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表４ 秦人安麻呂の戸 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓 名 性別 年齢 年齢区分 世代区分
45 1 中政戸 戸主 秦人 安麻呂 男 38 正丁 戸主同世代
45 2 中政戸 嫡子   久毛方 男 15 小子 戸主子世代
45 3 中政戸 次   阿弥方 男 14 小子 戸主子世代
45 4 中政戸 次   伴足 男 5 小子 戸主子世代
45 5 中政戸 次   小足 男 1 緑児 戸主子世代
45 6 中政戸 同党 秦人 所波 男 45 兵士 戸主同世代
45 7 中政戸 嫡子   椋手 男 20 少丁 戸主子世代
45 8 中政戸 次   高嶋 男 13 小子 戸主子世代
45 9 中政戸 次   真須 男 11 小子 戸主子世代
45 10 中政戸 次   赤麻呂 男 4 小子 戸主子世代
45 11 中政戸 所波同党   金椅 男 17 少丁 戸主同世代
45 12 中政戸 所波甥   乃伎 男 18 少丁 戸主子世代
45 13 中政戸 寄人 秦人 小廣 男 65 次丁 寄人同世代
45 14 中政戸 嫡子   阿手良 男 30 正丁 寄人子世代
45 15 中政戸 次   所乃麻呂 男 15 小子 寄人子世代
45 16 中政戸 阿手良子   世乎 男 2 緑児 寄人孫世代
45 17 中政戸 母 秦人 久波賣 女 62 次女 戸主親世代
45 18 中政戸 児   古賣 女 34 正女 戸主同世代
45 19 中政戸 児 生部 意志賣 女 4 小女 戸主子世代
45 20 中政戸 妻 秦人 稲依賣 女 34 正女 戸主同世代
45 21 中政戸 児   古賣 女 10 小女 戸主子世代
45 22 中政戸 次   津賣 女 9 小女 戸主子世代
45 23 中政戸 次   黒太賣 女 1 緑女 戸主子世代
45 24 中政戸 所波妻 秦人 刀弥賣 女 42 正女 戸主同世代
45 25 中政戸 児   加久佐賣 女 14 小女 戸主子世代
45 26 中政戸 次   古賣 女 8 小女 戸主子世代
45 27 中政戸 次   糠賣 女 3 緑女 戸主子世代
45 28 中政戸 所波姪   足奈賣 女 20 少女 戸主子世代
45 29 中政戸 児 秦人 大賣 女 4 小女 戸主孫世代
45 30 中政戸 足奈賣弟   小志祁賣 女 19 少女 戸主子世代
45 31 中政戸 次   金椅賣 女 17 少女 戸主子世代
45 32 中政戸 小廣妻 秦人 古賣 女 57 正女 寄人同世代
45 33 中政戸 児   知依賣 女 23 正女 寄人子世代
45 34 中政戸 次   小依賣 女 19 少女 寄人子世代
45 35 中政戸 小廣妹   都賣 女 33 正女 寄人同世代
45 36 中政戸 阿手良子   廣賣 男 5 小女 寄人孫世代
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か（20）。 
 第二の手がかりは、所波に注記された「兵士」という記載にある。すなわ
ち、所波は兵士として就役中であったため、戸主として戸を統括することが
困難と判断され、所波に次ぐ年長者で 38 歳という 40 歳に近い年齢であった
安麻呂が戸主に任用されたのではないだろうか。ちなみに半布里戸籍 54 戸
中、戸主が兵士とされている事例は戸番 21 の戸主・秦人身麻呂 32 歳１例の
みで、半布里戸籍において兵士は戸主以外の成人男性から徴発するのが原則
であったと考えられる（21）。戸主兼兵士・秦人身麻呂のケースは半布里戸籍に
おける編戸の例外的ケースといえるもので、それは次に述べる身麻呂の戸の
特殊性によって理解することができよう。 
 表５は戸主兼兵士秦人身麻呂の戸の構成を示したものであるが、当該戸に
 
表５ 秦人身麻呂の戸 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓 名 性別 年齢 年齢区分 世代区分
21 1 下政戸 戸主 秦人 身麻呂 男 32 兵士 戸主同世代
21 2 下政戸 嫡子   高屋 男 11 小子 戸主子世代
21 3 下政戸 次   高目 男 8 小子 戸主子世代
21 4 下政戸 次   吉事 男 4 小子 戸主子世代
21 5 下政戸 弟   古麻呂 男 22 正丁 戸主同世代
21 6 下政戸 寄人 秦人 飯手 男 19 少丁 寄人同世代
21 7 下政戸 寄人 秦人 太利 男 36 正丁 寄人同世代
21 8 下政戸 妻 秦人 刀自賣 女 28 正女 戸主同世代
21 9 下政戸 児   玉虫賣 女 7 小女 戸主子世代
21 10 下政戸 次   意布波賣 女 1 緑女 戸主子世代
21 11 下政戸 古麻呂妻 秦人 多利賣 女 23 正女 戸主同世代
21 12 下政戸 太利妹   汙屋賣 女 39 正女 寄人同世代
21 13 下政戸 児 秦人 都賣 女 14 小女 寄人子世代
21 14 下政戸 次   糠賣 女 5 小女 寄人子世代
21 15 下政戸 次   小糠賣 女 5 小女 寄人子世代
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付貫されている男性７人の年齢を見ると全員 40 歳以下となっており、戸主
にふさわしい 41 歳以上の男性親族はひとりもいない。それだけではなく、こ
の戸には 41 歳以上の女性もいないのである。半布里戸籍中、40 歳以下で構
成されている戸は当該戸が唯一である。すでに指摘したように、若年戸主に
対しては、「母」や「姑」などかならず長老女性を１人同籍し戸主を後見させ
るのが原則である（22）。この点を勘案すると、身麻呂の戸は、41 歳以上の長
老が各戸に付貫され尽くした後に、残された余りの若年男女を寄せ集め、１
戸としたものではないだろうか。したがって、身麻呂のケースは編戸の特殊
事例といえ、半布里戸籍の編戸では兵士を戸主に任用しない原則が確認され
るのである。 
 以上の考察から、秦人所波が戸主に任用されなかった理由は、戸主の女系
親族であるために戸主の継承権が当初から存在せず、それゆえに兵士として
選抜されたことによると考えられる。また、身麻呂のケースとは異なり、戸
主・安麻呂には「母」秦人久波賣 62 歳（戸番 45-17）がおり、そのことも安
麻呂の戸主任用を後押しした一因になったと考えられる。 
 
二 「同党」縣主荒海 59 歳の事例 
 戸主縣主古麻呂 48 歳（戸番 51-1）は、「同党」縣主荒海 59 歳（戸番 51-9）
より年下にもかかわらず、戸主に任用されていた。次にこのケースについて
検討する。縣主荒海の戸の構成を示したものが表６である。 
 表６を見てわかるように、縣主荒海は戸主と同姓であるが、秦人所波と同
じく有姓「同党」であった。したがって荒海は戸主女系の「同党」のため、
初めから戸主継承候補から外されていたと考えられる。さらに、姓名の下の
注記を見ると「久漏」とある。「久漏」は、戸令７目盲条に規定された残疾・
廃疾・篤疾の三段階の疾病のうち、残疾に入る病種の一つである。したがっ
て荒海は、疾病が原因で戸主の任に堪えないと判断され、荒海の次に年長で
ある「同党」古麻呂 48 歳が戸主とされたとも考えられる。ただし、疾病を負
えばただちに戸主の任から外されるわけではなく、半布里戸籍では戸番 22 の
縣主族安多 65 歳と戸番 25 の神人波手 56 歳は廃疾に入る「一枝廃」（手足の
一本が不具）の状態でいずれも戸主に任用されている。その点から、疾病に 
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表６ 縣主荒海の戸 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓 名 性別 年齢 年齢区分 注記 世代区分
51 1 中政戸 戸主 縣主 古麻呂 男 48 正丁   戸主同世代
51 2 中政戸 嫡子   音速 男 25 正丁   戸主子世代
51 3 中政戸 次   小速 男 14 小子   戸主子世代
51 4 中政戸 次   麻佐理 男 14 小子   戸主子世代
51 5 中政戸 次   小屋 男 13 小子   戸主子世代
51 6 中政戸 次   比里 男 11 小子   戸主子世代
51 7 中政戸 次   小廣 男 4 小子   戸主子世代
51 8 中政戸 次   小益 男 3 緑児   戸主子世代
51 9 中政戸 同党 縣主 荒海 男 59 残疾 久漏 戸主同世代
51 10 中政戸 嫡子   黒麻呂 男 25 兵士   戸主子世代
51 11 中政戸 次   小志比 男 14 小子   戸主子世代
51 12 中政戸 妻 縣主族 与屋賣 女 42 正女   戸主同世代
51 13 中政戸 児   吉嶋賣 女 22 正女   戸主子世代
51 14 中政戸 次   小嶋賣 女 19 少女   戸主子世代
51 15 中政戸 次   若古賣 女 17 少女   戸主子世代
51 16 中政戸 荒海妻 秦人 波伎自賣 女 44 正女   戸主同世代
51 17 中政戸 児   虫手賣 女 32 正女   戸主子世代
51 18 中政戸 児 土江君 和加賣 女 1 緑女   戸主孫世代
 
よる戸主任用の是非の判断は、疾病の有無自体ではなく、その病態によると考
えられる。戸令目盲条集解古記によれば、「久漏」は「身体腐穿。膿出不休」状
態を指し、また古記所引一云では「尻陰出不休」とあり、「膿瘻を生じる病」（23）
を指していた。「膿出不休」とあるように、「久漏」は外見上の病態から戸主
の任にふさわしくないと判断された可能性があるだろう（24）。したがって、当
該例は女系の有姓「同党」であるために戸主継承権を持たず、また「久漏」
という病態が忌避され、戸内最年長者が戸主に任用されなかったケースと考
えられる。 
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三 「同党」縣造加比 54 歳の事例 
 縣造加比 54 歳（戸番 9-4）は戸内で最年長の男性であるが戸主とならず、
戸主にはその「同党」に当たる縣造吉事 28 歳（戸番 9-1）が任用された（表
７）。この戸に所属する男性は加比を除いて全員が 40 歳以下で、戸主の同世
代傍系親族は「弟」と「同党」が存在するが、41 歳以上は縣造加比 54 歳だ
けである。したがって編戸の年齢原理に従えば、本来、縣造加比が戸主に任
用されるべきであるが、縣造吉事 28 歳が戸主となっているのはなぜであろ
うか。結論を先に述べれば、当該戸のケースは、縣造吉事の身分的な特殊性
が戸主任用と深く関わっていると考えられる。 
 縣造吉事の戸は、戸口数 44 人を数え里内で最大規模を誇り、しかも奴婢 13
人を抱える半布里随一の富裕戸であった。新川登亀男によれば、半布里の住
人は姓によっておおよそ四つのランクに階層区分でき、最上層の第一階層は
縣造姓、第二階層は縣主族姓・秦人姓、第三階層は神人姓・不破勝族姓、第
四階層は部姓を持つ集団であるという（25）。吉事の戸は、まさに里内の最上位
の階層を示す縣造姓を有している。また、新川は名前の「吉事」について、
王権に対して瑞祥物を含む「ヨゴト」の貢上・奏上の任を負う者の意味と理
解している。 
 したがって、戸内最大規模の戸口数・奴婢所有、最有力階層の縣造姓の保
持、王権との人格的結合という属性を備えた縣造吉事は、半布里を統括する
首長一族であったと考えることができる。また、半布里内には、縣造姓を持
つ戸主が他に戸番 10・戸主縣造荒嶋 26 歳、戸番 50・戸主縣造紫 30 歳がお
り、彼らも吉事と同族の首長一族と推察される。そして、これら縣造姓を持
つ首長身分の戸主は、いずれも 40 歳以下の若年である点が大きな特徴となっ
ている。上述のとおり、長老戸主の再生産を可能にする条件は、傍系優先の
世代内的継承という戸主の地位継承システムにあった。この点を踏まえれば、
縣造一族に若年戸主が多いのは、首長層において先行的に直系継承が始まり、
その結果、戸主の若返りが進んでいたことを示していると考えられる。 
  義江明子（26）は、氏の財産継承法である大宝戸令応分条に宅・家人・奴婢の
「嫡子」による相続が規定され、その適用対象として畿内の氏とともに郡司
層を含む首長層の氏的結合が想定されていたと主張している。義江が述べる 
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表７ 縣造吉事の戸
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓（復元） 名 性別 年齢 年齢区分 注記 世代区分
9 1 上政戸 戸主 縣造 吉事 男 28 正丁   戸主同世代
9 2 上政戸 嫡子   五百國 男 1 緑児   戸主子世代
9 3 上政戸 弟   麻呂 男 10 小子   戸主同世代
9 4 上政戸 同党   加比 男 54 正丁   戸主同世代
9 5 上政戸 嫡子   知依 男 28 兵士 歩桙取 戸主子世代
9 6 上政戸 次   身麻呂 男 17 少丁   戸主子世代
9 7 上政戸 知依子   多麻呂 男 3 緑児   戸主孫世代
9 8 上政戸 同党   比都自 男 25 正丁   戸主同世代
9 9 上政戸 次   麻志 男 22 正丁   戸主同世代
9 10 上政戸 甥   廣川 男 9 小子   戸主子世代
9 11 上政戸 次   小川 男 8 小子   戸主子世代
9 12 上政戸 寄人 石上部 加多弥 男 21 小子   寄人同世代
9 13 上政戸 母 縣造 奈尓毛賣 女 51 正女   戸主親世代
9 14 上政戸 児   小都牟自賣 女 20 少女   戸主同世代
9 15 上政戸 次   足結賣 女 16 小女   戸主同世代
9 16 上政戸 妻 牟下津造 川嶋賣 女 29 正女   戸主同世代
9 17 上政戸 児   秋遅賣 女 6 小女   戸主子世代
9 18 上政戸 妹   嶋賣 女 24 正女   戸主同世代
9 19 上政戸 次   多知波奈賣 女 22 正女   戸主同世代
9 20 上政戸 加比妻 縣造 古賣 女 52 正女   戸主同世代
9 21 上政戸 児   目知賣 女 33 正女   戸主子世代
9 22 上政戸 次   小目知賣 女 30 正女   戸主子世代
9 23 上政戸 次   大古賣 女 15 小女   戸主子世代
9 24 上政戸 小目知賣児   嶋乃古屋賣 女 8 小女   戸主孫世代
9 25 上政戸 廣川妹   廣賣 女 6 小女   戸主子世代
9 26 上政戸 加比姪   加比賣 女 42 正女   戸主子世代
9 27 上政戸 次   古刀自賣 女 31 正女   戸主子世代
9 28 上政戸 次   古賣 女 19 少女   戸主子世代
9 29 上政戸 加多弥妹   椋手賣 女 35 正女   寄人同世代
9 30 上政戸 次   奈見賣 女 24 正女   寄人同世代
9 31 上政戸 児 縣主族 東人賣 女 2 緑女   寄人子世代
9 32 上政戸 母奈尓毛賣奴   肥 男 12 小奴   奴 
9 33 上政戸 奴   廣 男 9 小奴   奴 
9 34 上政戸 奴   古安 男 26 正奴   奴 
9 35 上政戸 奴   弥乃 男 17 少奴   奴 
9 36 上政戸 奴   小弥乃 男 13 小奴   奴 
9 37 上政戸 奴   廣嶋 男 12 小奴   奴 
9 38 上政戸 次   大麻呂 男 6 小奴   奴 
9 39 上政戸 次   小粳 男 1 緑奴   奴 
9 40 上政戸 婢   小弥奈賣 女 55 正婢   婢 
9 41 上政戸 婢   宮賣 女 50 正婢   婢 
9 42 上政戸 児   由伎賣 女 33 正婢   婢 
9 43 上政戸 児   都賣 女 2 緑婢   婢 
9 44 上政戸 宮賣児   部屋賣 女 26 正婢   婢 
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ように、八世紀段階の地域社会には、首長層の氏的結合における「嫡子」継
承は未だ定着していない。しかし、大宝戸令応分条の「嫡子」相続規定の背
景を勘案するならば、畿内に近い御野国の首長・縣造一族においては、宅・
奴婢の相続に絡んで戸主の直系継承が始まっていた可能性が指摘できるので
はないだろうか。 
 
Ⅳ 戸主「兄」の検討 
 
 半布里戸籍には戸主「兄」が５例みられ、そのうち 41 歳以上は４例（表３
no.31～34）を占める。なぜ、年長の「兄」が戸主に任用されなかったのか。
41 歳以上の戸主「兄」の事例を個々に検討し、その理由について考えてみた
い（27）。 
 そもそも戸内最年長の男性を戸主に任用する編戸原則の中で、戸主「兄」
はなぜ発生するのだろうか。この問題を考える上で、荒井秀規による「嫡子」
の研究が注目される。荒井は戸籍において常に「妻」の長子が「嫡子」、「嫡
子」の母が「妻」という関係が成り立つ事実を論証した。そして「妻」が死
亡するとその長子は「嫡子」から外され、別の配偶者（「妾」）から生まれた
長子が新たに「嫡子」となり、新たな「嫡子」の母が「妾」から「妻」の地
位に移動するという編戸原則が存在すると指摘している（28）。荒井の見解を踏
まえ、戸主の世代内的継承原理を参照することにより、戸主「兄」がなぜ発
生するのか、その要因を推察することができる。 
 半布里戸籍には「嫡子兄」が１例見いだせるが（29）、荒井説によって考察す
れば「嫡子兄」は「嫡子」の異母兄で、母が不在の者を指す呼称である。世
代内的継承では 40 歳以下の若年戸主は戸の統括にふさわしい地位とみなさ
れず、年長の「母」（元「妻」）をその後見人として同籍しなければならない。
したがって、戸主子世代に地位が移動する時、子世代男性がすべて 40 歳以下
の若年である場合には、「母」のいる長子（「嫡子」）が戸主に選ばれることに
なるのである。一方、「母」が不在の「嫡子兄」は戸主に任用できず、戸主「兄」
として付貫されることになる。以上が戸主「兄」の発生要因と考えられる。 
 そこで、半布里戸籍に見える 41 歳以上の戸主「兄」の実例を個別に検討し
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てみたい。当該例４例のうち、２例は戸主縣主族牛麻呂 53 歳の戸（戸番 6）
に付貫された戸主「兄」で、縣主族安閇 70 歳と縣主族安都 54 歳の２人（表
３no.31・32）である。まず戸主牛麻呂 53 歳と戸主「兄」安閇 70 歳の年齢差
は 17 歳の開きがある一方、戸主牛麻呂 53 歳と戸主「兄」安都 54 歳の年齢差
はわずか１歳である。この３人が同母兄弟であると仮定すると、母は安閇を
生んだ 16 年後に安都を生み、その１年後に牛麻呂を生んだことになり、出生
年次が不自然である。したがって、安閇・安都・牛麻呂は異母兄弟と考えら
れる。つまり、彼らが 40 歳以下の時に誰かひとりが戸主を継承することにな
るならば、またその時点で安閇・安都の母が不在であれば、母が生存する「嫡
子」牛麻呂が戸主に選ばれることになるだろう。そして、戸主牛麻呂が生き
続ける限り、戸主の終身任用制（30）のため、たとえ安閇・安都が長老世代に
なっても彼らは戸主「兄」のままであり続けるのである。 
以上の考察から、41 歳以上の戸主「兄」と戸主の関係は、戸主が 40 歳以
下で地位を継承した時点における母の有無によって成立したものであること
がわかる。しかし、41 歳以上の戸主「兄」がわずか４例であることから、戸
主の死亡時に戸主「兄」が 41 歳以上であれば、「兄」が戸主の地位を引き継
いだと考えられる。戸主「兄」は、世代内的継承によって解消されていくの
である（31）。残る２例の戸主「兄」・秦人多比 73 歳（表 3no.33）と秦人麻忍 45
歳（表３no.34）の事例も、おそらく同様のケースと推察される。 
 以上、戸主たり得る年齢条件を満たしているにもかかわらず、長老の戸口
として位置づけられた男性が存在する事情について検討してみた。要点をま
とめると、次の４点に整理できると思われる。 
 第一は、高齢・年長順の戸主任用にもとづく編戸が必然的に生み出した長
老戸口の事例である。すなわち、編戸は原則として高齢・年長者から順に戸
主を割り当て、その父系三等親内の卑属を戸口に編成する方法で為されるた
め、高齢の戸主が任用されると、41 歳以上であっても戸主父系の子・孫・弟・
甥・イトコであればその戸口とされてしまうのである。かくして発生した長
老戸口のケースは、表３no.1～27 までの 27 例存在している。 
 第二は、41 歳以上の男性が戸主の女系「同党」（交叉イトコ）として付貫さ
れたために、戸主の男系継承を原則とする編戸原理により戸主継承候補から
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外された事例である。このケースは表３no.28 秦人所波・no.29 縣主荒海の２
例が該当する。なお、この２例は、前者が兵士、後者が久漏という特殊な事
情も戸主任用を避ける事由になったと考えられる。 
 第三は、戸主子世代における戸主の地位継承に際して、世代内的継承と戸
主終身任用制が必然的に生み出す長老男性戸口の事例である。世代内的継承
では、傍系親族が尽き 40 歳以下の戸主子世代に戸主の地位が継承される時
は原則として「母」が同籍されなければならなかった。したがって、戸主子
世代の異母兄弟のうち、「母」が不在で 40 歳以下の「兄」は戸主になること
ができない。さらに戸主の終身任用制により、戸主が生き続ける限り、戸主
「兄」は 41 歳を超えても戸主「兄」のままであり続ける。こうした経緯から
発生した 41 歳以上の戸主「兄」が表３no.31～34 のケースである。 
 第四は、首長層の戸に固有の地位継承と関わる事例である。すなわち、首
長層では先行的に世代内的継承から直系継承への移行が始まり、父子の直系
継承により若年の「嫡子」が地位を継承するため、戸主より年長の 41 歳以上
の男性であっても戸主の傍系親族であれば戸主に任用されないという事態が
発生する。表３no.30・戸主「同党」縣造加比 54 歳がこのケースに該当する。 
 以上の整理から、首長層という身分的事情（第四）による１例の例外を除
けば、長老優先の年齢原理および世代内的継承原理に基づく戸主任用は半布
里戸籍全体に貫徹していたと結論できるのである。 
 
Ⅴ 編戸シミュレーション―長老戸口・若年戸主の発生過程 
 
 表８は、半布里における 80 歳代という里内最高齢の戸主の戸についてそ
の構成を示したものである。本節では、表８に見える３戸を例にとり、年齢
原理・世代内的継承原理に基づく編戸がいかにして長老戸口・若年戸主を生
み出していくのか、前節までの考察を踏まえ、シミュレーションしてみたい。 
 最初の編戸プロセスは、半布里内最高齢の秦人古都 86 歳（戸番 20-1）を
戸主に任用し、「嫡子」金弓 50 歳（戸番 20-2）など、古都の父系三等親内親
族を戸口に編成する作業である。それが終了すると、次の年長男性である秦
人部都弥 85 歳（戸番 29-1）を戸主とし、都弥の父系三等親内卑属として「嫡 
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表８ 80 歳以上の高齢戸主の戸（女性・奴婢を除く） 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓（復元） 名 性別 年齢 年齢区分 注記 世代区分
20 1 中政戸 戸主 秦人 古都 男 86 耆老   戸主同世代
20 2 中政戸 嫡子   金弓 男 50 正丁   戸主子世代
20 3 中政戸 子   刀根 男 23 正丁   戸主孫世代
20 4 中政戸 孫   也里都 男 28 兵士   戸主孫世代
20 5 中政戸 子   赤麻呂 男 7 小子   戸主曽孫世代
20 6 中政戸 甥 秦人 布太麻呂 男 21 正丁   戸主孫世代
29 1 中政戸 戸主 秦人部 都弥 男 85 耆老   戸主同世代
29 2 中政戸 嫡子   馬手 男 58 正丁   戸主子世代
29 3 中政戸 次   小巳里 男 50 残疾 二耳聾 戸主子世代
29 4 中政戸 子   多比良 男 22 正丁   戸主孫世代
29 5 中政戸 次   東人 男 14 小子   戸主孫世代
29 6 中政戸 同党   堅牛 男 64 次丁   戸主同世代
29 7 中政戸 嫡子   大屋 男 35 兵士   戸主子世代
29 8 中政戸 次   意志比止 男 21 正丁   戸主子世代
30 1 中政戸 戸主 秦人 多麻 男 80 耆老   戸主同世代
30 2 中政戸 嫡子   小須 男 45 正丁   戸主子世代
30 3 中政戸 次   乃伎 男 41 正丁   戸主子世代
30 4 中政戸 次   小乃？伎 男 38 残疾 一目盲 戸主子世代
30 5 中政戸 次   阿麻留 男 37 兵士 弓中 戸主子世代
30 6 中政戸 小須子   麻屋 男 17 少丁   戸主孫世代
30 7 中政戸 次   得麻呂 男 15 小子   戸主孫世代
30 8 中政戸 次   大須弥 男 13 小子   戸主孫世代
30 9 中政戸 乃伎子   古麻屋 男 5 小子   戸主孫世代
30 10 中政戸 小乃伎子   忍人 男 1 緑児   戸主孫世代
30 11 中政戸 阿麻留子   久比麻呂 男 4 小子   戸主孫世代
30 12 中政戸 次   安麻呂 男 1 緑児   戸主孫世代
30 13 中政戸 孫 秦人 多都 男 22 正丁 大角吹 戸主孫世代
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子」馬手 58 歳（戸番 29-2）、「次」小巳里 50 歳（戸番 29-3）、戸主「同党」
（秦人部）堅牛 64 歳（戸番 29-6）などを戸口に編成してゆく。次に、秦人
多麻 80 歳（戸番 30-1）を戸主とし、都弥の父系三等親内卑属として「嫡子」
小須 45 歳（戸番 30-2）、「次」乃伎 41 歳（戸番 30-3）などを戸口に編成す
る。以上３戸の編戸が終了した時点で、41 歳以上の男性は戸主として３人、
戸口として６人が編附されることになる。つまり、こうした最年長者から順
番に行う年齢原理に基づく編戸作業を繰り返していくと、必然的に 41 歳以
上の年長戸口が戸籍上に現れることになるのである。 
 次に若年戸主が生み出される編戸プロセスについて考える。令制編戸の初
回である庚寅年籍（690 年）作成時において、大宝二年時同様、約 90 人に及
ぶ 41 歳以上の年長男性が里内に存在するならば、約 50 戸の戸主をすべて 41
歳以上の長老世代で占めることはさして困難なことではないだろう。仮に戸
口編成によって長老戸主が不足する事態が生じたならば、41 歳以上の戸口を
戸主として「分析」することで、年長戸主が全戸を占めるように調整できる
と考えられるからである（32）。 
 しかし、第二回目以後の編戸では、戸数が約 50 戸に固定され、戸の再編が
戸主の死亡に伴う地位継承を軸に進められるため、親族構成によっては 40 歳
以下の若年戸主が発生する可能性が出てくる。すでに指摘したとおり、戸主
の地位継承は、戸内の戸主同世代父系傍系親族（「兄弟」・「同党」）が優先し
て継承し、傍系親族が尽きた時点で戸主子世代父系直系親族（「嫡子」・「甥」）
が継承するという世代内的継承原理に基づいて行われていた。つまり、戸主
の父系傍系親族が不在であれば、戸主子世代に戸主の地位が移行するという
世代交代が起こり、その結果、40 歳以下の若年戸主が発生する可能性が生じ
るのである。傍系優先の世代内的継承原理が戸主の若返りを抑止する方向で
機能するため、その発生は少数に限られているが、世代交代が避けられない
以上、第二回目以後の編戸には 40 歳以下の若年戸主がほぼ必ず生み出され
てしまう。つまり、半布里戸籍は庚寅年籍から数えて第三回目の編戸によっ
て作成された戸籍であるため、９人の若年戸主が世代内的継承によって必然
的に発生したと類推できるのである。 
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Ⅵ 若年戸主の任用と女性尊属の同籍 
 
 ８世紀以前には 40 歳以下は資質・能力が未熟な若年ととらえられており、
若年戸主による戸の監督・統括は国家にとって対処しなければならない懸案
であった。そこで若年戸主に「母」「姑」の親族呼称を持つ 41 歳以上の長老
女性尊属を同籍し、若年戸主を後見させたと考えられる。この点については、
すでに検討したとおりである（33）。しかし、半布里戸籍にはかならずしも「母」
を同籍しない若年戸主が散見する。同戸籍におけるこうした事例の検討は未
だ十分ではないと思われるので、改めて 40 歳以下の若年戸主と女性尊属が
同籍されるケースを調査し、上記の仮説を検証することにしたい。 
 表９に示した半布里における 40 歳以下の若年戸主の戸 9 例（戸番９・10・
15・21・23・31・37・45・50）のうち、41 歳以上の「母」を同籍する戸は、
戸番９・10・15・23・45・50 の６例である。一方、「母」を同籍しない戸は、
 
表９ 40 歳以下の戸主とその女性尊属 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓（復元） 名 性別 年齢 年齢区分
9 1 上政戸 戸主 縣造 吉事 男 28 正丁 
9 2 上政戸 母 縣造 奈尓毛賣 女 51 正女 
10 1 中政戸 戸主 縣造 荒嶋 男 26 正丁 
10 2 中政戸 母 大伴部首 姉賣 女 47 正女 
15 1 上政戸 戸主 縣主族 与津 男 39 正丁 
15 2 上政戸 母 穂積部 意閇賣 女 72 耆女 
21 1 下政戸 戸主 秦人 身麻呂 男 32 兵士 
23 1 中政戸 戸主 穂積部 安倍 男 34 正丁 
23 2 中政戸 母 縣主族 古与賣 女 62 次女 
31 1 中政戸 戸主 秦人 久比 男 30 正丁 
31 2 中政戸 同党   椋人 男 37 正丁 
31 3 中政戸 椋人妹   大相賣 女 42 正女 
37 1 上政戸 戸主 秦人 石寸 男 40 正丁 
45 1 中政戸 戸主 秦人 安麻呂 男 38 正丁 
45 2 中政戸 母 秦人 久波賣 女 62 次女 
50 1 中政戸 戸主 縣造 紫 男 30 正丁 
50 2 中政戸 母 牟義君族 弖尓志賣 女 50 正女 
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戸番 21・31・37 の３例となっている。ここでは、例外事例である「母」を同
籍しない３戸を検討する。 
 まず戸番 21 は、表５で戸の構成を示し検討した戸主・秦人身麻呂 32 歳の
戸である。当該戸は戸主が兵士とされ、戸口が男女を問わず全員 40 歳以下と
いう半布里戸籍中唯一の戸であった。したがって当該戸は、戸主父系三等親
内親族の中に長老世代の者が一人もいないが、一定数の親族規模が確保でき
るために一戸に編成された特殊事例と考えられる。おそらく戸の監督・指導
は、他戸の長老戸主に委ねられていたのではないだろうか。 
 次に、戸番 37・戸主秦人石寸 40 歳も「母」を同籍していない。しかし、戸
主自身の年齢は 40 歳で、41 歳以上ではないが戸主の年齢条件を満たす長老
と認識されていたととらえれば問題はない（34）。 
 最後に、戸番 31・戸主秦人久比 30 歳の事例は、上記２例と異なり、「母」
を同籍しない事由についての理解が難しい。しかし、久比は「母」を同籍し
ないが、戸主父系の「同党妹」（戸主の平行イトコ）大相賣 42 歳という長老
世代の傍系親族を同籍している。今のところ断案ではないが、「母」「姑」と
いう女性尊属が不在の若年戸主に対しては、年長の傍系親族女性である「姉
妹」「同党妹」が同籍し戸主を後見したのではないだろうか。 
 以上の検討から、戸番 37 は例外事例とはいえず、また戸番 21・31 の２例
についても、説明が可能であるように思われる。したがって、半布里戸籍に
おいて 40 歳以下の若年戸主は「母」の同籍を原則としていたとみることが許
されるだろう。 
 
おわりに 
 
 以上、半布里戸籍の分析を通して、戸主の任用と地位継承が八世紀初頭に
おける編戸に貫徹していた年齢原理、およびそれと深く関わる世代内的継承
原理に規定されていた事実を明らかにした。最後に本稿の分析結果を整理し、
戸主の選定と編戸が具体的にいかなる方法で行われたのか、要点をまとめて
おきたい。なお、編戸は第一回目の編戸（庚寅年籍の作成）の場合と第二回
目以後の編戸（戸の継承）の場合とでは異なる方法が採られたと考えられる
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ので、それぞれを区別しつつ私見を提示する。 
 編戸は、里内の 41 歳以上の男性をセレクトし最高齢の者から年長順に戸
主の地位を割り当て、次いで戸主の下に父系三等親内の直系・傍系親族を戸
口として編附するという、長老世代を優先する年齢原理に基づいて実施され
た。初回の編戸（庚寅年籍）では、国家は里全体の戸主について全員 41 歳以
上の長老世代からの任用を目指したと考えられるが、第二回目以後の編戸で
は、死亡・逃亡により不在となった戸主に限りその継承者を選び、それに対
応する戸の再編が為されたと考えられる。また、第二回目以後の編戸におけ
る戸主の継承は、41 歳以上で最年長の戸主同世代父系傍系親族（「兄弟」・「同
党」）を優先し、傍系親族が尽きた場合は戸主子世代父系直系親族（「嫡子」・
「甥」）の中から年長者を選ぶという、世代内的継承原理に基づいて行われた。
なお、戸主子世代で地位を継承する時は、世代の移行により 40 歳以下の若年
戸主が生まれる可能性が高くなる。そこで、こうした事態が現実に発生した
時には、長老世代の「母」がいる最年長の「嫡子」を戸主に任用し、「母」の
後見の下で戸を統括させたのであった。 
 本稿は戸主と男性戸口の編戸原理を中心に議論したため、戸主「母」を除
く女性および子どもの編戸原理については扱うことができなかった。それに
ついては、本稿の姉妹編となる別稿（35）を用意しているので、合わせて参照
されたい。また、近年、さかんに議論されている寄人の問題（36）も検討でき
なかった。寄人論は編戸原理を解明する上で不可欠のテーマといえるが、す
でに紙幅も尽きたので、その検討は後考に委ね本稿を閉じることにしたい。 
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